







































































試料　発生年月 発　生　地 響　生　状　況 発 生 源
1　1991年1月
2　1996年5月
3　1996年7月
4　1997年1月
5　1997年7月
6　1997年10月
7　1997年12月
8　1998年8月
9　1999年2月
10　1999年3月
11　1999年12月
12　2000年1月
13　2001年2月
14　2001年9月
15　2002年1月
16　2002年9月
17　2002年11月
18　2003年1月
19　2003年4月
20　2003年6月
21　2003年7月
22　2004年2月
23　2004年3月
24　2004年11月
25　2005年2月
26　2005年9月
27　2006年3月
28　2006年3月
札幌市西区
旭川市
室蘭市
小樽市
札幌市北区
札幌市北区
札幌市北区
札幌市厚別区
札幌市西区
札幌市北区
苫小牧市
札幌市東区
釧路市
帯広市
千歳市
北見市
音更町
帯広市
石狩市（旧）
帯広市
千歳市
福岡県下関市
帯広市
本州（詳細不明）
音更町
札幌市
江差町
網走市
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
同年1月頃から屋内発生
高層住宅4階居間で発見
家の床を這っていた
居間の天井・窓で発見
自宅2階和室に発生
木造住宅居間の床で発見
自宅1階網戸内側で発見
台所の窓で発見
居間の窓付近で発見
マメから虫
居間で発見
住宅窓及び外壁で発見
製品に混入
自宅内各所
30kg入り面繋より発生
住宅居間・ベランダ
住宅居間
住宅居間
住宅居間
インゲンマメ（トラマメ），同区内自家菜園より採取
マメ（種不明）
親指爪大の白いマメ（真狩村産個人栽培）
インゲンマメ（トラマメ）
インゲンマメ（トラマメ），札幌市厚別区自家菜園1996年産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（金時），自家菜園，1998年9月収穫，10月乾燥
インゲンマメ（由来不明）
不明
インゲンマメ（トラマメ）
不明
不明
不明
不明
不明
不明
インゲンマメ，自宅菜園産，種は購入
国産と中国産マメの混合，種不明，知人よりもらう
不明
2003年10月製造の北海道産インゲンマメ（大福豆）
不明
インゲンマメ（金時），美幌町産
不明
インゲンマメ（金時）
不明
不明
から羽化した成虫が住宅の窓際に集まり（試料13，17，
18，21），窓を開けた際外に出る（試料21）と考えられる．
周年経過については，積算温度から北海道では野外で年1
化程度と推定されている’）が，一般家屋内では冬期間の暖
房のために数回の発生が可能と思われ，表1からも成虫の
発生消長は明確ではなかった．従って，現状における本種
の対策としては，迅速な同定と発生源の確認・除去が重要
である．マメゾウムシ科は，種によって発生源となるマメ
の種類が決まっているので，同定することで発生源となる
マメ類が推定できる．幸い本職は，ほかの国内産マメゾウ
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図3　インゲンマメゾウムシ記録地点
ムシ科とは，後脚腿節腹面にある歯状突起が内側に複数個
並んでいることで容易に区別することができる（図2a．
比較のため，北海道の家庭内で発生例の多いアズキマメゾ
ウムシの後脚腿節を図2bに示した）．一方，発生源の確
認に当たっては，成虫が集まっている窓際とはかなり離れ
たところにあるなど困難な場合もあり，発生状況や経過に
よっては，柔軟な対応が必要となる．特に食品混入異物と
して一般家庭で検出された場合には，製造・流通・販売過
程での混入の可能性の検討に先立って，その家庭でほかに
インゲンマメが保管されていないか，（忘れている場合も
あるので）入念な検討が重要である．
　本丁は，食品として流通するインゲンマメ乾燥種実を発
生源とする．北海道は国内産乾燥種実の90％を生産して
おり4），農業生産や食品製造，流通過程への本種の浸潤を
防ぐことは極めて重要である．本種を薬剤を使用せずに物
理的に殺虫するには，インゲンマメを55℃で最低3～4
時間または一15℃から一20℃で最低12時聞処理する必要
がある5）．また，本種の発育零点は11℃であるユ）ことから，
家庭用冷蔵庫で保管していれば，その間に成長することは
ないと考えられる．今後，冷蔵庫保管が有効かどうかの検
討を含め，家庭で簡単・安全に行える防除法の研究も非常
に重要である．また，本種はインゲンマメの栽培とともに
原産地のアンデス地方から700年前メキシコに入り，その
後500年前に欧州やアフリカに侵入・定着したことが，遺
伝子解析で明らかになってきている6）．北海道にはどの系
統が侵入したのか，また，低温耐性などの生物学的性状に
変化が起こっていないかについても，今後調査する必要が
ある．
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